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中期経営計画の見直しに関するお知らせ

当社は、2019 年８月 14 日に公表しました中期経営計画「COMMIT5000」につきまして、本日発

表した 2023 年６月期の業績および現在の事業展開の進捗状況から鑑み達成困難であると判断し、

誠に遺憾ながら中期経営計画を見直し、下記のとおり改めて中期経営計画「2024-2026」を策定

しましたのでお知らせいたします。 

記

１． 中期経営計画見直しの理由 

当社は、1991 年にデータベース専業企業として事業をスタートし、その後コミュニケーショ

ン領域の ASP サービスの事業開発及び企業買収と事業の選択と集中により IT サービスを拡大

し、特に大手企業・商用サイトの利便性や価値を高めるサービスを SaaS/ASP 形式で提供する

企業へと成長してまいりました。またその後、2011 年７月に中期経営計画「躍進！2014」を発

表し、大手企業・商用サイト向け SaaS/ASP 市場でのリーディングカンパニーを目指して事業

を推進してまいりました。 

そして、クライアントに寄り添いニーズに柔軟に対応する営業姿勢で厚い信頼関係を構築し、

さらにその先の真の課題に対して共に向き合い、それを解決する手段として技術（モノ）やリ

ソース（ヒト）、資金（カネ）を逆算で考え、集め、実行することにより成長をしてきた経験

から、クライアントやパートナー企業との共創により、より大きな課題解決を目指し、価値共

創プラットフォームの実現を目標とした新たな中期経営計画「COMMIT5000」を 2019 年 8 月に

発表しました。 

その結果、創業から一貫してきた「IT 技術を売る」から「IT を活用して共創で事業を作る」

の考え方に大きくシフトすることにおいて、グループ内への浸透と行動変化が進み、新たな成

長可能性のある事業が生まれ始めました。 

しかしながら、社会課題を解決する事業を生み出すことにより、当社が参入し成長する事業

領域は広くなることを想定した IT/AI/IoT 関連事業、価値創造経営支援事業、社会問題解決型

事業で達成する売上収益目標および営業利益目標に対し、他社との共同開発や M&A、アライア



ンス等を同時並行に進め、その相乗効果も狙って積極的に推進してまいりましたが、新型コロ

ナウィルスが招いた災難や危機的状況の影響もあり、IT システムの共同開発の遅れやプロジェ

クトの見直し、マネタイズの遅れが発生したことや、M&A によるシナジーが想定していたよう

に発揮できなかったことなど複数の要因により、実績は想定した業績目標と大きく乖離してお

り、誠に遺憾ながら残り期間での目標達成が非常に困難であり、中期経営計画を見直さざるを

得ないと判断致しました。 

今回、中期経営計画を見直すにあたり、これまでの投資により展開した事業の一部整理や、

これまでの投資により見えてきた今後の当社グループの柱となり得る事業への集中、また同時

に IT 業界の技術革新や世界情勢の変化も考慮し、今後３ヵ年の戦略・目標数値を軌道修正し、

改めて重点施策等を具体化いたしました。 

 

２． 新中期経営計画について 

当社は現在、提供するサービスを通じて「価値が溢れ出てくる社会」を実現し、人々の幸せ

と人類の進歩に貢献することを経営理念のビジョンとし、事業を展開しております。これまで

「COMMIT5000」に挑戦する中で、社会課題解決への取り組みを通じて、共創パートナーの能動

的な事業参画を体感してきました。また当社は、自社だけでなく共創パートナー企業や地域社

会、国の成長を重要視するとともに、社会課題解決に関わる人々の自己成長を大事にしてまい

りました。 

これからの中長期の計画としては、2030 年に目指す姿「VISION2030」を人の成長が会社・地

域・国・世界の成長につながる成長モデルを共創で実現することにより、あらゆる人が生涯に

わたり自分らしく活躍できる社会とし、新中期経営計画を策定しました。新中期経営計画では、

VISION2030 の実現に向けて、2026 年６月期までの３ヵ年で社内外の人々が成長することに資

するサービスを提供する「人の成長プラットフォーム」となることを目標として、事業を推進

してまいります。 

なお、2026 年 6 月期の目標としましては、売上収益 155億円、営業利益 20億円を掲げてお

ります。 

 

新中期経営計画の内容については、以下をご参照ください。 

 

・中期経営計画「2024-2026」 

  https://scalagrp.jp/pdf/ir/release/midtermplan_20230814.pdf 

 

以 上 
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02

中 長 期 戦 略

グル ープで 創 造する社 会 価 値 の 中 心 に「 人 の 成 長 に 繋 が る機 会 提 供 」を据 え、
サ ー ビスを提 供

人 的 資 本 経 営 も鑑 み 、グル ープ 内 にお いても人 の 可 能 性 を 最 大 限 に 引 き出す
仕 組 み・施 策 を講じる

グル ープ は「 人 の 成 長 プラットフォーム 」となり、経 営 資 源 や 知 見 を循 環 、
社 会 価 値 と企 業 価 値 の 両 立 を実 現

中 期 経 営 計 画

� � � � 年 ～ � � � � 年 は「 堅 実 な 成 長 に 向 けた 基 盤 づくり」に 注 力

重 点 施 策
・事 業 注 力 領 域：グル ープ 内 外 の 人 の 成 長 に 関する事 業 に 注 力
・事 業 連 携 構 造：「 社 会 課 題 の 案 件 化 」「 グル ープ 内 の 個 別 事 業 とパ ートナ ーで 共 創 」
  　 　 　 　 　 　   「実現した価値に共感した人材・パートナーや新たな社会課題が集まる」の循環構造を形成

・経 営 管 理 基 盤 の 強 化：収 益 力 の 強 化 、シェアード部 門 の 設 置 、人 材 活 性 化 の 制 度 、モ ニタリングの 強 化

� � � � 年 � 月 期 は 、売 上 収 益  � � � 億 円 / 営 業 利 益  � � 億 円 の 達 成 を目 指す



ス カ ラ グ ル ー プ の こ れ ま で03

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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� � � � 年 ～
中 期 経 営 計 画

「 � � � � - � � � � 」

スカラグループのこれまで 〉 事 業 内 容 の変 遷
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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「 I T を 売 る」から「 I Tで事 業 を 共 創する」へ 、事 業 内 容 を 拡 大

� � � � 年 以 降

事 業 内 容 を
拡 大

03

� � � � 年 ～

S a a S /A S P を
土 台 に

経 営 基 盤 の
強 化

� � � � 年 ～
中 期 経 営 計 画

「 躍 進！� � � � 」

S a a S /A S P 業 界の
リーディング
カンパニー へ

� � � � 年 ～
中 期 経 営 計 画

「 C O M M I T � � � � 」

「 I T で 事 業 を 共 創 す る 」へ
ヒト・モノ( I T )・カ ネ・情 報 の 提 供 とグル ープ 内 外 の パ ートナ ー との 共 創

「 I T を 売 る 」か ら
モノ( I T ) の 提 供

I T で
社 会 課 題 解 決



スカラグループのこれまで 〉 共 創 推 進 の効 果
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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スカラ グル ープ内 外で共 創 が 進 み 、柱となる事 業 領 域 が 見えつつあ る
03

共 創 の 効 果

芽 生えてきた 事 業 領 域

I T による 課 題 解 決 に 対 する 意 識 の
高 い エ ン ジ ニ ア、地 域 課 題 を 解 決
し た い パ ブ リッ ク 人 材 等 、幅 広 い
年 代 の 優 秀 人 材 が 集 まるように

人 生 の あ ら ゆ る タ イ ミ ン グ で
成 長 するきっか け を 与 える教 育

心 身 とも に 健 康 な 状 態 で
ものごとに 取り組 んで 成 長 するヘ ルス ケア

人 が 成 長 する た め の 環 境 を
提 供 する保 険・

インキュベーション

人 の 適 時 適 切 な 成 長 の た め の
デ ー タ 連 携 基 盤 を 提 供D X

事 業 領 域 今 後 の 展 開

（ 自 己 と外 部 環 境 を理 解 できる場 の 提 供 により、成 長 の
きっか け をつくる）

（安心・安全に挑戦するための環境を提供し、成長を後押しする）

多 様 な 優 秀 人 材 の 結 集

ス カ ラ グ ル ー プ と の 共 創 を 希 望
される、企 業 からの 引き合 いが 増 加

共 創 の 引 き合 い が 増 加



実 現 し た い 世 界 と 手 段04
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ●



実 現したい世 界と手 段  〉 グループV I S I O N
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

MEDIUM TERM BUSINESS PLAN 2024-2026 P 08

事 業 環 境 の 変 化 や 社 会 課 題 を 背 景 に、V I S I O N 実 現 に 向 けた 新 た な 戦 略 の 策 定 が 必 要
04

グル ープ V I S I O N

価 値 が 溢 れ 出てくる社 会 を創る

価 値 とそれ を認 める人 を発 見し、適 切 な 形 、方 法 、タイミングで届 ける。
既 存 の 価 値 を超 える新しい価 値 や 技 術 が 創 造 されるサイクル を促 進する。



実 現したい世 界と手 段  〉 外 部 環 境と課 題 認 識
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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不 確 実 性と複 雑 性を増す社 会 環 境 下 、課 題を主 体 的 に捉え、今を生き抜く力を持つ人 が求 められている
04

国 際 情 勢 、世 界 経 済

予 測 困 難 な
V U C A の 時 代 へ

日 本 の 成 長 課 題

少 子 高 齢 化 、
教 育 の あり方 の

見 直し

人 的 資 本 の 考 え方

持 続 的 な
企 業 価 値 向 上 に
人 的 資 本 経 営 の
重 要 性 の 高 まり



実 現したい世 界と手 段  〉 V I S I O N � � � �
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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グル ープV I S I O N 実 現 に 向 け、グル ープが 中 長 期で進 む べき方 向 性「 V I S I O N � � � � 」を 制 定
04

V I S I O N � � � �

いつ もいつまでも
自分らしく生きられる

社 会 の 実 現

グル ープ V I S I O N

価 値 が
溢 れ 出てくる
社 会 を創る

グル ープV I S I O N
実 現 に 向 けた 方 向 性



実 現したい世 界と手 段  〉 中 長 期 戦 略
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

MEDIUM TERM BUSINESS PLAN 2024-2026 P 11

人 の 成 長 プラットフォームとなることを 中 長 期 戦 略とし、V I S I O N を 実 現
04

良 質 な 意 思 決 定・行 動 選 択 が できる「 成 長 機 会 」を 中 心 に
スカラグル ープという「 人 の 成 長プラットフォーム 」で機 会 を提 供し続 ける

� � � � 年 ～

I T（ S a a S /A S P ）の
リーディング
カンパニー へ

� � � � 年 ～

I T で
社 会 課 題 解 決

� � � � 年 ～

人 の 成 長 プラットフォームで
社 会 貢 献する

「 成 長 機 会 の 提 供 を 中 心とした 、人 の 成 長 プラットフォーム 」となる

ス カラ グ ル ープ の 提 供 価 値 の 変 遷



実 現したい世 界と手 段  〉 成 長 機 会 の構 成 要 素
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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スカラ グル ープが 考える「 成 長 機 会 」は３つの 要 素で構 成
各 要 素 の 質 高 い 充 足 が 人 の 成 長 を 加 速

04

「 人 の成 長プラットフォーム」で
提 供する「 成 長 機 会 」

可 能 性 の 拡 大
自 分 が 思って い る 以 上 の
可 能 性 が あ り得 る

生 涯 を 通 じて 好 奇 心 と
可 能 性 を 拡 大 する 気 付 き
の 提 供

心 身 の 健 康
身 体 だ け で なく心 も 含 め た
健 康 バランス が 重 要

力 強く熱く可 能 性 に 取 り
組 む た め の 心 身 の 健 康 に
関 する 手 段 の 提 供

環 境 の 充 足
誰 で も 挑 戦 できる わ け で は な い
一 定 の 安 心 感 と後 押しが 必 要

意思決定を後押しするため
の 安 心・信 頼・環 境・機 会
の 提 供



実 現したい世 界と手 段  〉 成 長 機 会 の提 供とグループV I S I O N
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

不 透 明 な 環 境 下 にお いても、誰 も が 成 長・活 躍できる機 会 を 提 供
共 感・共 創 の サイクル に 繋 げ、価 値 が 溢 れ 出てくる社 会 の 実 現 を 目 指す

04

価 値 が
溢 れ 出てくる

社 会
誰 もが 成 長・

活 躍 できる機 会 により

個 が 成 長

個 の 成 長

個 の 成 長 に 共 感した

周 囲 と共 創 開 始 、

周 囲 が 成 長

周 囲 の 成 長

共 感・共 創 の

サイクル により

社 会 が 発 展

社 会 の 成 長

「 成 長 機 会 」の 提 供

循 環

きっか け

MEDIUM TERM BUSINESS PLAN 2024-2026 P 13



● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

中 期 経 営 計 画 の 位 置 づ け05
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中 期 経 営 計 画 の位 置 づけ 〉 グループV I S I O N 実 現 に向 けたロ ードマップ
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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中 期 経 営 計 画「 � � � � - � � � � 」の 基 本 方 針 は「 人 の 成 長 プラットフォーム の 構 築 」
堅 実 な 成 長 に 向 けた 基 盤 づくりに 注 力し、V I S I O N � � � � の 実 現 確 度 を 高 める

05

人 の 成 長 プラットフォームの
構 築

中 期 経 営 計 画
「 � � � � - � � � � 」

売 上 収 益 � � � 億 円
営 業 利 益 � � 億 円

人 の 成 長 プラットフォームの
実 現

～ � � � � 年
� 月 期

V I S I O N � � � �

� � � � 年 ～

いつ もいつまでも
自 分らしく生きられる

社 会 の 実 現

価 値 が 溢 れ 出てくる
社 会 を創る

グル ープV I S I O N

飛 躍 的 成 長 に 向 けた
独 自 価 値 の 確 立

持 続 的 成 長 に 向 けた
収益基盤・独自価値の磨き込み

堅 実 な 成 長 に 向 けた
基盤固めと独自価値の再規定



中 期 経 営 計 画 の位 置 づけ 〉 中 期 経 営 計 画 の骨 子
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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05
重 点 施 策 / 目 標 を 完 遂し成 長 基 盤 を 確 立 、目 指す将 来 像 へ の 道 筋 を 確 か な も の に

中 期 経 営 計 画「 � � � � - � � � � 」の 骨 子

重 点 施 策 / 目 標

定 性

定 量

価 値 の 見 直しと収 益 力 の 強 化

独 自 価 値 の 再 規 定

売 上 収 益  � � � 億 円 　 営 業 利 益  � � 億 円

経 営 管 理 基 盤 の 強 化

基 本 方 針

「 人 の 成 長
プラットフォーム 」

の 構 築



● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

重 点 施 策

独 自 価 値 の 再 規 定06
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 重 点 施 策   独 自 価 値 の再 規 定  〉 スカラグループのプラットフォーム
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� 層 のプラットフォーム（ P F ）間 の 有 機 的 連 携 により、社 会 課 題 解 決 に 向 けた 最 適 な サービス を 提 供

メ タ プラットフォー ム

ス カ ラ グ ル ー プ P F

［ P F の 定 義 　 社 会 課 題 解 決 の 相 互 作 用 を 生 み 出 す 場］

社 会 課 題 を 案 件 化 し P F を 生 み 出 す 場
課 題 を 抱 え る 外 部 と ス カ ラ グ ル ー プ の 起 点

他 P F の 価 値 貢 献 を 推 進
個 別 事 業 に よ り 解 決 を 図 る 場

課 題 に 最 適 な P F を 組 成 し 共 創 で 解 決 を 図 る 場共 創 プラットフォー ム

基 盤 プラットフォー ム

06 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●



 重 点 施 策   独 自 価 値 の再 規 定  〉 スカラグループの独 自 価 値
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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「学習して進化し続けるプラットフォーム（PF）とパートナーによる価値創造」が、スカラグループの独自価値

ス カ ラ グ ル ー プ P F

価 値 の 源 泉

社 会 課 題 の 内 容 に 応 じ た
P F 間 の 有 機 的 連 携 に よ り 、
解 決 に向 けた最 適 なサービス
を 提 供

06

連 動 性

パ ー ト ナ ー

ス カ ラ グ ル ープ の V I S I O N に
共 鳴 す る 人 々

パ ー ト ナ ー と の 共 創 に よ り 、
枠 を 超 え た 価 値 を 創 出

メ タ P F

共 創 P F

基 盤 P F

社 内 社 外

国 内 国 外

社 会 課 題 知 見学 習 の
きっか け が 循 環

独 自 価 値

学 習して
進 化し続 けるP F と
パ ートナ ー による

価 値 創 造



● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス カ ラ グ ル ー プ プ ラ ット フォ ー ム07
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スカラグループプラットフォーム 〉 メタプラットフォーム
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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メタプラットフォーム（ P F ）は 、社 会 課 題 が 集まる社 会とスカラ グル ープの 起 点
社 会 課 題 を 成 長 機 会とし、パ ートナー 及 び 他 P Fとの 結 節 点となり、積 極 的 に 課 題 解 決 に 取り組 む

07

ス カ ラ グ ル ー プ P F

メ タ P F 案 件 化

基 盤 P F 多 岐 に 渡 る 個 別 事 業

結 節 点

共 創 P F P F を 組 成 課 題 解 決 パ ー ト ナ ー

社会課題が
集まる

社 会

連 動

連 動



スカラグループプラットフォーム 〉 メタプラットフォーム 〉 独 自 価 値
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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集まった社会課題を案件化しプラットフォーム（PF）を組成、価値創出までのプロ セスを社内外に可視化
一 連 のプロ セス に 共 感し、人 や 社 会 課 題 がさらに 集まる循 環 がメタP F の 独 自 価 値

07

社 外 で P F を 組 成社 内 で P F を 組 成

メ タ P F 案 件 化人 の ア レ ン ジ 人 の ア レ ン ジ

基 盤 P F 社 外 協 働 者

社 外 P F

適 宜 連 携

共 創 P F P Fを組 成 P Fを組 成課 題 解 決
プロセス

課 題 解 決
プロセス

課題
解決

価値
創出

課題
解決

適 宜 連 携

人 が 集 まる 人 が 集 まる社 会 課 題 が 集 まる



スカラグループプラットフォーム 〉 メタプラットフォーム 〉 提 供サービス
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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07
官 民 共 創 による地 域 課 題・社 会 課 題 の 解 決 に 向 け、
利 用 者（ 企 業 / 自 治 体 ）の ニ ーズや 段 階 に 応じた サービス  を 広く深く展 開する構 造※

※ サー ビス提 供 事 業 は（ 株 ）ソーシャル・エックス、提 供 サー ビスは「 逆プ ロ ポ 」シリーズ

利用者のニーズや段階に応じたサービス対象範囲
サービス

ラインナップ

社 会 課 題 検 索
データベ ース

情 報 収 集 理 解 /
課 題 設 定

仮 説 構 築 /
座 組 検 討

P o C /
事 業 評 価

開 発 /
サー ビス化

社 会 課 題 探 求・
見 学 ツアー

事業創出に向けた
伴 走 支 援

ソーシャル 人 材
育 成プ ロ グラム

社会課題解決型の
新規事業創出支援

Consulting



スカラグループプラットフォーム 〉 共 創プラットフォーム
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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共 創 プラットフォーム（ P F ）は 、案 件 化され た 課 題 を 解 決するた め の P F を
個 別 事 業とパ ートナー により組 成し、 社 会 へ 価 値 を 創 出

07

ス カ ラ グ ル ー プ P F

メ タ P F 案 件 化

基 盤 P F 多 岐 に 渡 る 個 別 事 業

共 創 P F P F を 組 成 課 題 解 決 パ ー ト ナ ー

社会課題が
集まる

社会へ
価値を創出

社 会

連 動

連 動



スカラグループプラットフォーム 〉 共 創プラットフォーム 〉 独 自 価 値
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まずは成長機会に直結するプラットフォーム（PF）から組成し、これまで展開してきた事業の独自価値を活かす

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●07

メ タ P F 案 件 化 人 の ア レ ン ジ

基 盤 P F 適 宜 連 携

共 創 P F P F を 組 成 課 題 解 決
プロセス

課題
解決

価値
創出

人 が 集 まる

社 会 課 題 が 集 まる 提 供 す る「 成 長 機 会 」

環 境 の 充 足

エンパワーメント

心 身 の 健 康

ウェル ネス

可 能 性 の 拡 大

リベラルアーツ
（ P � � 参 照 ） （ P � � 参 照 ） （ P � � 参 照 ）

パ ートナ ー の 知 見

データ連 携 基 盤（ D X 事 業 ）

事 業 ※

データ連 携

人 材・教 育 事 業
（ 人 材・教 育 ）

D X 事 業
（ I T/A I / I oT/ D X ）

金 融 関 連 事 業
（ 保 険 ）

E C 事 業
（ E C ）

※ 括 弧 内 は 旧 称
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スカラグループプラットフォーム 〉 共 創プラットフォーム 〉 成 長 機 会 関 連サービス 〉 リベラルアーツ

リベラルアーツで創 出 を 見 込 む サービス の 方 向 性

他 他

運 動 を 通 じた
非 認 知 能 力 の 伸 長

親 と子 へ の 食 育 を 通 じた
心 身 の 育 成

自 己 認 識 と 知 識 / キャリア 教 育
に よる 好 奇 心 / 可 能 性 の 拡 大

自 己 分 析 から
自 己 能 力 の 磨 き 込 み

就 職 / 転 職 期 に お け る 、会 社 /
社 会 に 対 する
貢 献 価 値 の 磨 き 込 み

生 涯 を通じて幅 広 い興 味 に
触 れ る 機 会 を 提 供

食 や 運 動 を 通 じた
心 身 の 育 成

キャリア 教 育 を 通 じた
可 能 性 の 拡 大 挑 戦 の 機 会 提 供 新 た な 領 域 へ の

興 味

幼 児 / 小 児 教 育 教 育 課 程 内 / 外 採用支援・社会人教育 社 会 人 以 降

サービス の 領 域と方 向 性 / 提 供 事 業

可 能 性 の 拡 大
生 涯 を 通 じて 好 奇 心 と可 能 性 を 拡 大 する 気 づ きの 提 供

リベラルアーツ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●07



P H R 管 理 サ ー ビス 心 身 症 の 予 防 健 康 経 営 プ ロ グラム
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スカラグループプラットフォーム 〉 共 創プラットフォーム 〉 成 長 機 会 関 連サービス 〉 ウェルネス

ウェル ネスで創 出 を 見 込 む サービス の 方 向 性

他他 他 他

出 生 を 起 点 とする 健 康 管 理 に
係 る サ ー ビス の 提 供

自 治 体 窓 口 D X から 健 康 管 理 に
関 す る 情 報 提 供 へ と 、裾 野 を
拡 げ る

教 育 課 程 内 / 外 の活 動 連 携 による
心 身 の サ ポ ート

子 供 の 能 力 見 え る 化 に より 、
子 供 の 成 長（ 進 路 等 ）に 対 する
親 の 不 安 の 払 拭

心 身 の 健 康 サ ポ ートに より、
個 人・企 業・団 体 の パ フォ ー
マンス 最 大 化 を 実 現 するプ ロ
グラム の 提 供

フレイル 予 防 、フレイル 改 善
プ ロ グラム の 提 供

高 齢 者 の 予 防 に 留 まらず、
世 代 を 越 え た 未 病 段 階 の
ケ ア 充 実 ま で 裾 野 を 広 げ る

フレイル 検 知 / 予 防

健 康 管 理 教 育 課 程 内 / 外 パ フォー マ ンス 最 大 化 健 康 寿 命 の 延 伸

サービス の 領 域と方 向 性 / 提 供 事 業

心 身 の 健 康
可 能 性 に 力 強く熱く取 り組 む た め の 心 身 の 健 康 に 関 する 手 段 の 提 供

ウェル ネス

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●07
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スカラグループプラットフォーム 〉 共 創プラットフォーム 〉 成 長 機 会 関 連サービス 〉 エンパワーメント

エンパ ワーメントで創 出 を 見 込 む サービス の 方 向 性

他他

心 身 の 安 定 に 繋 が る 手 段 の 提 供 に より、
子 育 て 期 間 中 の 親 をサ ポ ート

ライフイ ベ ント・ライフステ ー ジ で 諦 め て
い た 様 々 な 活 躍 の 機 会 を 提 供

経 験 / 能 力 に 対して評 価 / 承 認 が なされ 、
個 人 の 信 頼 が 目 に 見 える 状 態 で 確 保
さ れ る 仕 組 み の 構 築

人 の 信 用 スコ アリン グ に 基 づ き、そ の 可
能 性 に 投 資 できる 仕 組 み づくり

能 力 に 基 づくセ カンド/ サ ードキャリア
等 へ の 挑 戦 を 後 押 し

機 会 を 逃 さ な い 仕 組 み 能 力 が 見 える 仕 組 み 信 用・信 頼 の 仕 組 み

活 躍 の 機 会 能 力 の 信 頼 度 挑 戦 へ の 後 押 し

サービス の 領 域と方 向 性 / 提 供 事 業

環 境 の 充 足
意 思 決 定 を 後 押 しする た め の 安 心・信 頼・環 境・機 会 の 提 供

エンパ ワーメント

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●07
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スカラグループプラットフォーム 〉 共 創プラットフォーム 〉 提 供 中・提 供 準 備 中 の成 長 機 会 関 連サービス

複 数 の サービス を 既 にリリース 、サービス に 応じた 成 長 機 会 のインパ クトを 創 出

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●07

リベラルアーツ

エンパ ワーメント

未 就 学

就 学

進 学

就 職

結 婚

子 育て

転 職

その 他

� n d � r d
キャリア

誕 生

心 身 の 育 成
食や運動を通じた親子の心身育成

挑 戦 の 機 会 提 供
会社/社会に対する貢献価値の磨き込み

好 奇 心 / 可 能 性 の 拡 大
キャリア教育を通じた好奇心/可能性の拡大

（ex.塾×キャリア教育）

自 治 体 窓 口 D X
出生届の電子化サービス

能 力 が 見 える仕 組 み
個人の信頼が目に見える状態で確保される仕組みの構築

ウェル ネス

フレイル 検 知 / 予 防
フレイル予防、フレイル改善プログラムの提供

子 育てと就 労 の 両 立
子育て中の、親の心身の安定に繋がる手段の提供

（ex.ベビーシッターサービス）
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スカラグループプラットフォーム 〉 共 創プラットフォーム 〉 創 出 を見 込 む成 長 機 会 関 連サービス

多 岐 に 渡 る事 業とパ ートナー の 知 見 を 活 用し、幅 広く成 長 機 会 関 連 の サービス 創 出 を 見 込 む

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●07

印 …… 創 出 さ れ る サ ー ビス 例

リベラルアーツ

ウェル ネス

エンパ ワーメント

未 就 学

就 学

進 学

就 職

結 婚

子 育て

転 職

その 他

� n d � r d
キャリア

誕 生

心 身 の 育 成
食や運動を通じた親子の心身育成

フレイル 検 知 / 予 防
フレイル予防、フレイル改善プログラムの提供

自 治 体 窓 口 D X
出生届の電子化サービス

能 力 が 見 える仕 組 み
個人の信頼が目に見える状態で確保される仕組みの構築

子 育てと就 労 の 両 立
子育て中の、親の心身の安定に繋がる手段の提供

（ex.ベビーシッターサービス）挑 戦 の 機 会 提 供
会社/社会に対する貢献価値の磨き込み

好 奇 心 / 可 能 性 の 拡 大
キャリア教育を通じた好奇心/可能性の拡大

（ex.塾×キャリア教育）

心 身 の 育 成
食や運動を通じた親子の心身育成
親の心の安定が子の安定に

新 た な 領 域 へ の 興 味
生涯を通じて新たな興味に触れる機会を提供

健 康 経 営プ ロ グラム
心身の健康サポートにより、個人のパフォーマンスを最大化

機 会 を逃 さな い仕 組 み
文武両道に向けた機会提供

機 会 を逃 さな い仕 組 み
子育てとの両立のためのサービス

信 用・信 頼 の 仕 組 み
人の信用スコアリングに基づき、その可能性に投資できる仕組み

P H R 管 理 サー ビス
健康管理に係るサービスの提供

心 身 症 の 予 防
教育課程内/外の活動連携による心身のサポート

挑 戦 の 機 会 提 供
会社/社会に対する貢献価値の磨き込み



スカラグループプラットフォーム 〉 基 盤プラットフォーム
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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基 盤プラットフォーム（ P F ）は 個 別 事 業 により直 接 課 題 解 決 を図ると共 に、共 創 P F の 一 部としても機 能
07

ス カ ラ グ ル ー プ P F

メ タ P F 案 件 化

基 盤 P F 多 岐 に 渡 る 個 別 事 業

共 創 P F P F を 組 成 課 題 解 決

パ ー ト ナ ー

個 別 事 業 の
ク ラ イ ア ント

社会課題が
集まる

社会へ
価値を創出

社 会

連 動

連 動



スカラグループプラットフォーム 〉 基 盤プラットフォーム 〉 独 自 価 値
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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事 業 成 長 に 必 要 な 役 割 を 担う機 能 をデータ連 携 基 盤で繋 げ、基 盤 P F の 独 自 価 値 を 形 成する
07

メ タ P F 案 件 化 人 の ア レ ン ジ

基 盤 P F 適 宜 連 携

共 創 P F P Fを組 成 課 題 解 決
プロセス

課題
解決

価値
創出

人 が 集 まる

社 会 課 題 が 集 まる

基 盤 P F

データ連 携 基 盤（ D X 事 業 ）

事 業 ※

データ連 携

人材・教育事業
（人材・教育）

DX事業
（IT/AI/IoT/DX）

金融関連事業
（保険）

EC事業
（EC） ・・・

※ 括 弧 内 は 旧 称



スカラグループプラットフォーム 〉 プラットフォームの世 界 展 開
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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生み出す多くの価値共創事例を入力とし、社会課題とそれに対応する具体的な解決方法（人、データ、事業の連携パターン）

を学習し、グループの競争力の源泉となる無形ストックに繋げる
世界中の共創資源が集まり、社会により大きな価値を生む循環を起こす　

07

ス カ ラ グ ル ー プ P F

メ タ P F

共 創 P F

基 盤 P F

社会のPFを生み出し続ける上位の場

ヒトを中心とした成長PFのコア

特徴あるヒト・モノ・カネ情報の基盤

人 材

ソリューション
資 本

イ シ ュ ー

競 争 力 の 源 泉 とな る 無 形 ストック
具 体 的 な 共 創 を 通 して 育 んできた グル ープ の 信 頼 や 実 績 は
無 形 の 資 本 として、更 な る 成 長 に 再 投 資 して いく

あら ゆ る 人 の 成 長 に 関 わ るインタラクティブ な 学 習 モ デ ル
世 界 共 通 の 資 源



● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

重 点 施 策

経 営 管 理 基 盤 の 強 化08
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➁
シェアード 部 門 の 推 進 と高 次 化

経 営 管 理 基 盤 の強 化
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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� つの 取 組 み により経 営 管 理 基 盤 を 強 化 、グル ープ全 体 の 収 益 力 を 改 善
08

経 営 管 理 基 盤 の 強 化

➀
事 業 連 携 構 造 の 再 構 築

➃
モ ニ タ リ ン グ の 深 化

➂
多 様 な 人 材 が 活 性 化 す る 制 度



経 営 管 理 基 盤 の強 化  〉 ➀ 事 業 連 携 構 造 の再 構 築
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

MEDIUM TERM BUSINESS PLAN 2024-2026 P 36

� つの 取 組 み により経 営 管 理 基 盤 を 強 化 、グル ープ全 体 の 収 益 力 を 改 善
08

メ タ P F

基 盤 P F

共 創 P F パートナー課題
解決

価値
創出

人 が 集 まる

社 会 課 題 が 集 まる

共創パートナーとの
連携強化

外 部 資 本 / リソ ー ス を
活 用 し た 事 業 展 開

リ ス ク 分 散

経 営 資 源 の
効 率 的 な 獲 得

ヒト / モ ノ/ カ ネ / 情 報 が
自 然 に 集 ま る 、低 コ スト 構 造

利 益 率 向 上

既存収益事業の
磨き込み

独 自 価 値 の 再 規 定 に 伴 う
既 存 収 益 事 業 の 価 値 向 上

収 益 力 向 上

注 力 サ ー ビス の
絞り込 み

中 長 期 方 針 に 沿った 、人 の
成 長 に 繋 が る サ ー ビス に 注 力

収 益 力 向 上



シェアード 部 門 に よる 新 規 事 業 企 画 の 実 現 性 検 証

経 営 管 理 基 盤 の強 化  〉 ➁ シェアード部 門 の推 進と高 次 化
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

シェアード部 門 を 、新 規 事 業 企 画 の 実 現 性 検 証 支 援 が 可 能 なレベ ル へ 高 次 化
グル ープ全 体 の 収 益 化 を 支 援し、グル ープ経 営 資 源 の 投 入 効 果 を 底 上 げ

08

知 見 の 蓄 積

顧 客 訴 求

マー ケティングチーム 設 置

個 別 事 業 の マ ー ケティン グ
機 能 を セントラル 化

マ ー ケ テ ィ ン グ / ブ ラ ン
ディングに一 貫 性 をもたせ、
顧 客 訴 求 力 を 向 上

事 業 仮 説 の 構 築

セ ントラ ル 化 に より、事 業
横 断 で 新 た な ニ ー ズ / 課 題
を 把 握

ニ ー ズ の 実 現 、課 題 解 消
に 繋 が る 事 業 仮 説 を 構 築

実 現 性 検 証

個 別 事 業 と 議 論 を 重 ね 、
仮 説 を 磨 き込 み 、提 供 価 値
を 具 体 化

P o C に より実 現 性 を 検 証 、
実 現 確 度 の 高 いもの は 個 別
事 業 で 継 続 検 討

専 門 部 署 ならでは の 迅 速 な 意 思 決 定と支 援 の 実 現

調 査 / 分 析 チーム 設 置 開 発 チーム 設 置
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機会事業A

夢 中 に な れ る 機 会 と将 来 展 望 の 可 視 化 に より人 材 が 活 性 化

経 営 管 理 基 盤 の強 化  〉 ➂ 多 様 な人 材 が活 性 化する制 度
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

多 数 の 成 長 機 会と柔 軟 な 選 択 肢 により、個 の 将 来 展 望 を 明 確 化
現 在 の 選 択 肢と得られる経 験 、未 来 の 成 長 機 会 を可 視 化し、社 内 人 材 の 活 性 化 を促 進する制 度 を設 計

08

特 徴 的 なキャリアパスが
見 える制 度

リソース 不 足 の 解 消と生 産 性 向 上 を 実 現し、未 来 の 活 躍 人 材 を 育 成

獲 得 できるスキル が
見 える制 度

共 感 できる人 を
巻き込 める制 度
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未来の機会事業E
（共創パートナー）

未来の機会事業D
（国外）

機会事業C

機会
事業B

未来の機会

現 在 の 選 択 肢 未 来 の 選 択 肢

個 人

安 心してキャリア（ 能 力 開 発 ）に 挑 戦 できる

ライフイベントやキャリアステー ジ に 合った
領 域 / 職 種 を選 べる

価 値 創 出 のた め の 新しい部 門 / 事 業 を
立ち上 げられる

自 分 に 合 わ な け れ ば 戻ることができる

例え ば . . .



企 業 価 値 向 上 に 貢 献

攻 め の 一 手

予 測 のた め の
外 部 環 境

モニタリング

内 部 の
効 果 検 証

モニタリング

守りの 一 手

効 果 予 測 / 検 証 を繰り返し、時 機 を 見 極 める精 度 を 向 上

企 業 価 値 毀 損 の 防 止

独 自 価 値 の 高 い 事 業 群 の
情 報 網 を 活 かした

新 規 事 業 / サ ー ビス 創 出

前 記 同 様
収 益 性 / 成 長 性 の 乏 しい 事 業 /

サ ー ビス の 縮 小 / 撤 退

時 機 を 逸 さ ぬ モ ニ タ リ ン グ

時 機

経 営 管 理 基 盤 の強 化  〉 ➃モニタリングの深 化
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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企 業 価 値 向 上 に 繋 が る時 機 を 逸さぬよう、モ ニタリングを 深 化
判 断 基 準 を 精 緻 化 、内 容 を 高 密 度 化した サイクル の 高 速 回 転 により、時 機 を 捉えた 一 手 を 講じる

08



● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

収 益 モ デ ル と 成 長 イ メ ー ジ09
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760 兆 円※

成 長 機 会 に
関 連する

S D G s ビジ ネス の
市 場 規 模

� � � � 年 � 月 期

売 上 収 益155億 円

営 業 利 益 20億 円

可 能 性 の 拡 大

190 兆 円

質の高い教育を
みんなに

働きがいも
経済成長も

心 身 の 健 康

123 兆 円
すべての人に
健康と福祉を

環 境 の 充 足

447 兆 円

ジェンダー平等を
実現しよう

人や国の不平等を
なくそう

収 益モデルと成 長イメージ 〉 成 長 機 会 関 連 のS D G sビジネス市 場 規 模
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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09
成 長 機 会 に 関 連する、S D G s ビジ ネス の 市 場 規 模 は 推 定 � � � 兆 円 ※

※出典：デロイトトーマツ「SDGsビジネスの市場規模」　  https://www�.deloitte.com/jp/ja/pages/about-deloitte/articles/dtc/sdgs-market-size.html

https://www2.deloitte.com/jp/ja/pages/about-deloitte/articles/dtc/sdgs-market-size.html


パ ー ト ナ ー

社 会

クライアント
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収 益モデルと成 長イメージ 〉 プラットフォームの収 益 構 造
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

スカラ グル ーププラットフォーム（ P F ）の 主 要 な 収 益モデル は � 種 類
課 題 や ニ ーズ に 応じた 価 値 創 出 により、高 い 収 益 性 を 実 現

09

ス カ ラ グ ル ー プ P F

メ タ P F 案 件 化

基 盤 P F 自 社 開 発 委 託

共 創 P F P F を 組 成 共 同 サ ー ビス

価値創出 価値創出 価値創出 価値創出

価値創出

�

�

�

�

収 益 モ デ ル 詳 細

社 会 課 題 から実 装 までの
一 連 の 価 値 創 出

�

パ ートナ ー と共 同 で事 業 開 発・
展 開する共 創 案 件

�

基 盤 事 業 で価 値 創 出する
自 社 開 発 サー ビス

�

クライアントを通して
価 値 創 出する案 件

�

マネタイズ ポイント小： マネタイズ ポイント中： マネタイズ ポイント大：

社会課題
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収 益モデルと成 長イメージ 〉 プラットフォームの成 長イメージ
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

� � � � 年 � 月 期 に 売 上 収 益 � � � 億 を 達 成
中 長 期では 共 創 プラットフォーム（ P F ）と、各 P F 内 にお ける海 外 の 売 上 収 益 シェア 拡 大 を 志 向

09

����年�月 ����年�月 ����年�月 ����年�月～����年�月

メタPF

中 期 経 営 計 画「 � � � � - � � � � 」

5 %

5 %

20 %

15 %

55 %

155 億円140 億円128 億円

共創PF
35 %

基盤PF
60 %

海 外
売 上

国 内
売 上

国 内
売 上

海 外
売 上



● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス カ ラ グ ル ー プ の 価 値 循 環 サ イ ク ル10
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スカラグループの価 値 循 環サイクル
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

独自価値の高いスカラグループ（SCAG）プラットフォーム（PF）により、相互作用を生み出す場を創り出し、
継 続 的 な 社 会 貢 献 を 実 現 、価 値 が 溢 れ 出てくる社 会 を 創 る

10

ス カ ラ
グ ル ー プ
P F

社 会 へ 還 元

P F が 人と課 題 を
呼 び 寄 せる

課 題

磨かれた
多様な人材

創出した事業

解決した課題

未知の共創
パートナー

活 躍 が 呼 び 水 と な り
S C A G と 関 わ り の な かっ た
人 材 も S C A G に 興 味 を 持 つ

解 決 し た 課 題 や 事 業 が
呼 び 水 と な り
新 た な 課 題 が 表 出
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免 責 事 項11

　本資料には株式会社スカラ（以下「スカラ」といいます）に関連する予想・見通し・目標・計画等の将来に関する事項が含まれております。これらはスカ

ラが本資料作成時点に置いて入手した情報に基づく、当該時点における予測等を基礎として作成させております。これらの事項には一定の前提・仮定を

採用しており、一定の前提・仮定はスカラの経営陣の判断ないし主観的な予想を含むものも含まれております。

　また、様々なリスク及び不確実性により、将来に置いて不正確である事が判明し、あるいは将来に置いて実現しない事があります。従って、スカラグルー

プの実際の実績、経営成績・財政状態等についてはスカラの予想・見通し・目標・計画と異なる結果となる可能性があります。

　そのため、本資料に掲載されている予想・見通し・目標・計画等の将来に関する事項について、スカラではそれらの情報を最新のものに随時更新すると

いう義務も方針も有しておりません。

　本資料に掲載されている情報は、情報提供を目的としたものであり、いかなる有価証券・金融商品または取引についての募集、投資の勧誘や売買の推

奨を目的としたものではありません。また、同時にその内容の正確性、完全性、公平性及び確実性を保証するものではありません。従いまして、本資料を

利用した結果生じたいかなる損害についても、スカラは一切責任を追うものではございません。

　なお、本資料の著作権やその他本資料にかかる一切の権利はスカラに属します。
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2023年 8月 14日

世 界 に 求 め ら れ る 理 想 的 な 企 業 へ 。


